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安
倍
内
閣
は
特
定
秘
密
保
護
法
の
運

用
基
準
と
、
施
行
日
を
12
月
10
日
と
す

る
政
令
を
閣
議
決
定
し
た
。
法
律
施
行

後
集
め
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は

「
特
定
秘
密
の
指
定
基
準
が
明
確
で
は

な
い
」「
チ
ェ
ッ
ク
機
関
に
十
分
な
調
査

権
限
が
な
い
」
と
い
っ
た
指
摘
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
運
用
基
準
の

根
本
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
情
報

公
開
法
の
改
正
を
し
な
い
ま
ま
特
定
秘

密
保
護
法
を
施
行
す
れ
ば
、
国
民
の

「
知
る
権
利
」
や
「
報
道
の
自
由
」
の

民
主
主
義
社
会
が
機
能
不
全
に
陥
る
。

国
民
世
論
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
よ
う
。

市民ら200人が参加し、反戦・平和を訴えた＝10月21日

2014
賃　金
確定闘争

11月21日 統一行動日

当
局
判
断
を
求
め
よ
う

「
給
与
改
定
完
全
実
施
」「
総
合
的
見
直
し
導
入
す
る
な
」

本号の紙面

大いなる飛躍

を
推
せ
ん
決
定
し
て
い
ま
す
。

自
治
労
道
本
部
は
、10
月
１
日
の
第
２
回
執
行
委
員
会
で

西
川
ま
さ
ひ
と
さ

ん

11月９日は旭川市長選

み
ん
な
の
旭
川
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１日㈯　道本部障労連総会（札幌市）
２日㈰　旭川市長選告示日
６日㈭　 第1回じちろう全国共済集会

（～７日、盛岡市）
９日㈰　旭川市長選投開票日
11日㈫　第５回執行委員会（札幌市）
15日㈯　 やめるべ、大間原発！さよう

なら原発青森・北海道合同集
会（大間町）

23日㈰　 11.23幌延デー全道集会（幌
延町）

11月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

◇重点交渉期間
11月５日（水）～11月21日（金）

◇出張・諸会議拒否 11月21日（金）

◇腕章着用
11月17日（月）～闘争終結まで

◇超勤拒否
11月20日（木）～11月21日（金）

◇組合期掲揚
10月24日（金）～闘争終結まで

◇道本部統一行動日（自治労第２次全国統一行動日）

11月21日（金）１時間ストライキ

賃金確定闘争スケジュール
11月４日（火）◇回答指定日

共
和
を
は
じ
め
５
町
村
で

住
民
避
難
が
行
わ
れ
た
。

連
合
北
海
道
は
、
訓
練
の

調
査
と
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
た
。（
詳
細
は
２

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

10
月
24
日
、
泊
原
発
の

重
大
事
故
を
想
定
し
た

「
北
海
道
原
子
力
防
災
訓

練
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

防
災
訓
練
は
２
０
０
０
年

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
は
、
泊
原
発
の
放
射
性

物
質
が
東
側
に
拡
散
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
、
泊
・

　

国
家
公
務
員
の
人
事
院
勧

告
に
対
し
政
府
は
、
10
月
７

日
に
「
完
全
実
施
」
を
確
認
、

給
与
法
改
正
関
連
法
案
が
臨

時
国
会
へ
提
出
さ
れ
た
。

　

閣
議
決
定
と
同
時
に
各
自

治
体
に
対
し
て
、
総
務
副
大

臣
通
知
が
発
出
さ
れ
、「
２
０

１
４
年
給
与
改
定
」
と
「
２

０
１
５
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
」
に
つ
い
て
、
地
方

公
務
員
に
対
し
て
も
国
家
公

務
員
と
同
様
に
見
直
し
が
強

　

今
年
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、
２
０
１
４
給
与
改
定
を

早
急
に
実
施
さ
せ
、
２
０
１
５
年
４
月
以
降
の
「
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
は
行
わ
せ
な
い
と
い
う
要
求

を
掲
げ
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
10
月
24
日
に

要
求
書
の
提
出
を
行
い
、
11
月
上
旬
に
回
答
を
受
け
、

重
点
交
渉
期
間
に
入
る
。

要
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
の
給
与
改
定

は
７
年
ぶ
り
に
給
料
表
や
一

時
金
の
改
定
と
な
り
、
久
々

に
公
務
員
給
与
の
年
収
増
を

も
た
ら
す
も
の
だ
が
、
日
本

維
新
の
会
が
反
対
し
、
こ
れ

に
引
き
ず
ら
れ
自
民
党
の
一

部
に
同
調
す
る
動
き
が
出
て

き
て
お
り
、
給
与
法
改
正
案

の
成
立
は
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
だ
。

　

政
令
市
で
は
、
ほ
と
ん
ど

え
る
と
、
昇
給
抑
制
の
必
要

は
な
く
、
現
給
保
障
期
間
は

３
年
よ
り
長
く
て
も
差
し
支

え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
基
本

的
に
は
賃
金
確
定
期
で
の
見

送
り
を
求
め
る
が
、
最
悪
、

交
渉
を
行
っ
て
ま
と
め
ざ
る

を
得
な
い
場
合
は
、
以
上
の

課
題
に
対
し
て
当
局
の
使
用

者
と
し
て
の
判
断
を
し
っ
か

り
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

闘
争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
意

識
し
、
賃
金
確
定
闘
争
の
ヤ

マ
場
に
む
け
て
、
全
単
組
が

一
丸
と
な
っ
て
、
交
渉
を
開

始
し
よ
う
。

こ
そ
立
ち
上
が
ろ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

道
下
道
議
は
「
積
極
的
平

和
主
義
と
い
う
言
葉
で
、
国

民
を
騙
す
よ
う
に
安
倍
政
権

の
暴
挙
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
今
も
平
和
で
こ
の
よ
う

な
集
会
が
で
き
る
の
も
、
多

く
の
先
人
た
ち
の
お
か
げ
。

そ
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
運

動
を
継
続
し
よ
う
」
と
述
べ

た
。

　

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海

道
・
立
野
代
表
委
員
は
「
千

歳
・
恵
庭
な
ど
で
日
米
共
同

訓
練
の
実
施
が
決
ま
っ
た
。

北
海
道
の
空
港
を
軍
事
利
用

す
る
こ
と
は
、
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
次
世
代
の
未
来
に

責
任
を
持
つ
私
た
ち
が
、
多

く
の
市
民
と
『
知
恵
と
力
』

を
結
集
し
、
地
域
か
ら
平
和

を
つ
く
ろ
う
」
と
訴
え
た
。

メ
リ
カ
の
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
の

爆
撃
中
止
を
求
め
、「
反
戦
」

を
全
世
界
に
呼
び
か
け
た
こ

と
に
始
ま
っ
た
。

　

藤
盛
・
道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
代
表
は
、「
国
際
反
戦

デ
ー
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
く

50
年
を
迎
え
る
が
、
安
倍
政

権
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
閣
議
決
定
を
強
行
し
、

戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
沖
縄
で
は
、

日
米
防
衛
協
力
の
指
針
に
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
を
反

映
さ
せ
、
過
去
と
比
較
に
な

ら
な
い
変
更
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
」
と
述
べ
、「
私
た
ち

の
運
動
の
広
が
り
を
一
層
強

化
し
、
広
範
な
市
民
と
い
ま

開
き
、
２
０
０
人
が
参
加
し

た
。「
国
際
反
戦
デ
ー
」
は
、

１
９
６
６
年
10
月
21
日
、
ア

　

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
10
月
21
日
、「
国
際
反

戦
デ
ー
街
頭
宣
伝
行
動
」
を

が
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
を
報
告
に
止
め
、
２

０
１
５
年
４
月
か
ら
の
導
入

は
し
な
い
が
、
都
道
府
県
は
、

４
県
を
除
い
て
は
国
に
準
じ

た
見
直
し
を
行
う
と
し
た
勧

告
が
占
め
て
い
る
。

　

今
後
各
単
組
で
は
、
要
求

書
に
対
す
る
回
答
を
受
け
、

交
渉
が
行
わ
れ
る
が
、「
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

で
、
国
家
公
務
員
は
、
人
事

異
動
を
行
え
ば
２
％
の
引
き

下
げ
分
が
広
域
異
動
手
当
の

引
き
上
げ
で
回
復
す
る
が
、

地
公
は
水
準
低
下
と
な
る
。

民
間
給
与
と
の
均
衡
と
い
う

な
ら
、
２
％
分
の
回
復
を
ど

の
よ
う
に
行
う
か
、
各
自
治

体
当
局
に
具
体
的
な
回
答
を

迫
る
必
要
が
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
制
度
開
始
前
の

昇
給
号
俸
の
１
号
俸
抑
制
や

給
料
表
引
き
下
げ
に
伴
う
現

給
保
障
を
３
年
間
と
す
る
こ

と
に
対
し
、
国
公
と
地
公
の

実
態
が
異
な
る
こ
と
を
踏
ま

要求書一斉提出日にあわせて道市町村課と交渉を行った＝10月24日

連 合
北海道

「
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
」調
査
活
動

知
恵
と
力
で
平
和
を
つ
く
ろ
う

国 際
反戦デー

３

面

第
35
回
全
国
自
治
研
集
会
、
じ
ち
ろ
う
火
災
共

済
・
自
然
災
害
共
済
ス
ポ
ッ
ト
募
集

面

２

連
合
北
海
道
「
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
」
調
査
活

動
、
じ
ち
ろ
う
マ
イ
カ
ー
共
済
「
失
職
の
リ
ス
ク
…

全
力
で
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
」

４

面

自
治
体
退
職
者
会
総
会
、
道
本
部
Ｏ
Ｂ
Ｌ
会
秋
期

学
習
交
流
会
、
ほ
か

西川さんのホームページ

「西川まさひと」で
http://nishikawa-masahito.jp/

検索

旭川、すべての市民が

誇りと喜びを

実感できる未来へ

自
治
体
当
局
に

具
体
的
回
答
を

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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スクリーニング実施のようす＝10月24日、赤井川村

バ
ス
に
乗
車
し
避
難
す
る
子
ど
も
た
ち

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
よ
う
す

バ
ス
除
染
の
よ
う
す

調査後の総括会議で問題点を出し合った＝10月24日、倶知安町

連
合
北
海
道「
北
海
道
原
子
力
防
災
訓
練
」調
査
活
動

や
は
り『
脱
原
発
』め
ざ
す
べ
き

【刑事事件の流れ】〔マイカー共済の対応〕

全力で
失職のリスク…

あなたをサポート
公務員と失職～
�『４つめのリスク』
　交通事故を起こすと、「刑事上」・「行
政上」・「民事上」の３つの処罰が課せ
られます。
　公務員の場合、４つめの処罰とし
て、『自治体職員としての処分』が課せ
られ、「懲役・禁固刑」になると、条例
に特別な定めがある場合を除き『失
職』してしまいます。
　最近は、刑事事件に対する「厳罰化」
が強まっています。交通事故はもとよ
り、スピード違反・無免許・酒酔い運
転の交通三悪でも公判請求・禁固刑が
めずらしくありません。
　公務員に対する目が厳しくなってき
ているなかで、「公務員は住民の見本」
であるとの自覚を持ち、日常的にも完
全運転の実践や啓発活動に取り組むこ
とが求められています。

『失職リスク』に備えませんか？

　民間損保にも「弁護士特約」が付帯
されていますが、刑事罰を意識して対
応をするものではありません。
　『じちろうマイカー共済』は、万が
一、死亡事故・重大事故を起こしてし
まった場合、『弁護費用等補償特約共済
金』として、刑事裁判の弁護士費用は
もちろん、起訴される前に要した弁護
士費用が支払われます。加害者本人・
単組総支部・じちろうマイカー共済の
担当者・顧問弁護士が連携し、全力で
あなたを守ります。公務員ならではの
『４つ目の失職リスク』を回避するた
めには非常に有利な制度内容です。
　万が一の交通事故に「無関心」でいら
れても「無関係」ではいられないこと
を再認識していただき、『４つ目の失職
リスク』に備えるためにも、『じちろう
マイカー共済』への加入・切り替えを
おすすめします。

事故発生
じちろう『マ
イカー共済』
に加入してい
ると

起訴させないよう
検察官へ働きかけ

顧問弁護士が
バックアップ

執行猶予がつく
よう働きかけ

事故後から、
解決まで査定
員・顧問弁護
士・単組総支
部が連携し対
応をします。

損害賠償示談
と同時に、刑
事事件対応も
行います。
例えば、顧問
弁護士から検
察官へ起訴さ
せないために
働きかけを積
極的に行いま
す。

公判請求

略式起訴
(書類審査)

罰金刑・
失職回避

執行猶予が付
き、「分限に特
別な定めが」
があれば、失
職回避

警 察 に 逮
捕・身柄拘
束または自
宅謹慎

検察庁へ
身柄送検
または書
類送検

正式起訴
(裁判・判決)

懲役・禁
固刑確定

失
職

査
・
検
証
活
動
を
行
っ
た
。

自
治
労
か
ら
は
、
当
該
後
志

地
本
・
単
組
や
道
消
協
な
ど

か
ら
14
人
が
参
加
し
た
。

　

防
災
訓
練
は
、
従
来
の
泊

村
・
岩
内
町
・
共
和
町
・
神

恵
内
村
に
加
え
て
、
新
た
に

防
災
対
策
重
点
地
域
（
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
（
緊
急
時
防
護
措
置
を

準
備
す
る
区
域:

30
㎞
）
）
と

な
っ
た
後
志
管
内
９
町
村
が

参
加
し
て
実
施
さ
れ
た

　

今
年
度
は
、
泊
原
発
か
ら

の
放
射
性
物
質
が
東
側
に
拡

散
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、

泊
・
共
和
・
倶
知
安
・
仁

木
・
赤
井
川
の
５
町
村
の
住

民
避
難
が
行
わ
れ
、
札
幌
市
、

伊
達
市
、
洞
爺
湖
町
、
留
寿

都
村
に
バ
ス
や
乗
用
車
で
避

難
し
た
。

　

調
査
団
は
、
当
該
５
町
村

の
広
報
・
避
難
状
況
と
除
染

作
業
を
行
う
赤
井
川
村
・
留

寿
都
村
の
救
護
所
を
中
心

に
、
手
分
け
を
し
て
訓
練
の

調
査
活
動
と
住
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
活
動
を
行
っ
た
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
訓
練
に
参
加
し
て
い
る
住

民
が
少
な
い
。
日
程
設
定
を

検
討
す
べ
き
」「
原
発
に
は
危

険
を
感
じ
る
が
、
身
内
に
北

電
社
員
が
い
る
の
で
反
対
で

き
な
い
」「
訓
練
は
大
事
だ
が

福
島
の
現
状
を
見
る
と
、
や

は
り
脱
原
発
を
め
ざ
す
べ
き

だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　

訓
練
知
ら
な
い
？

　

調
査
活
動
後
に
行
わ
れ
た

総
括
会
議
で
は
、
各
調
査
場

所
で
の
調
査
内
容
の
報
告

や
、「
広
報
宣
伝
車
の
ス
ピ
ー

カ
ー
音
が
小
さ
く
聞
き
取
り

に
く
か
っ
た
」「
防
災
無
線
が

希
望
性
と
な
っ
て
い
て
、
設

置
さ
れ
て
い
な
い
家
も
あ
っ

た
」「
独
居
老
人
は
今
は
自
力

で
避
難
で
き
て
も
、
今
後
ど

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
」「
小

学
校
で
の
避
難
時
に
、
外
で

点
呼
を
と
っ
て
い
た
。
放
射

能
が
あ
る
と
い
う
想
定
で
あ

れ
ば
危
険
だ
」「
訓
練
を
や
っ

て
い
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ

た
地
域
が
あ
る
」
な
ど
、
今

回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
疑
問
点
や
今
後
へ
の
改
善

点
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

っ
た
。

　

連
合
北
海
道
は
、
こ
れ
ら

調
査
・
検
証
活
動
を
も
と
に

北
海
道
に
対
し
て
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
く
。

　

10
月
24
日
、
２
０
１
４
年

度
の
北
海
道
原
子
力
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
、
連
合
北
海
道

は
各
産
別
・
地
協
あ
わ
せ
て

39
人
の
調
査
団
で
訓
練
の
調
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パネルディスカッションでは、酒井・総合研究室事務局長がコーディネーターを務めた

グループワーク方式での討論も行われた

全国から2000人を越える仲間が参加した

第
35
回 

地
方
自
治
研
究
全
国
集
会

地
域
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
も
の

「
原
点
に
返
り
」仕
事
を
見
つ
め
直
そ
う

＋

₂₀₁₅年２月発効スポット募集
～全労済自治労共済本部によるスポット募集実施中～

風水害等給付金火災共済 自然災害共済

り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

　

2
日
目
は
、
13
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
全
国
各
地
域
か

ら
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
発

表
が
各
会
場
に
お
い
て
行
わ

れ
た
。

　

北
海
道
か
ら
は
20
本
の
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
７
本
を

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
発
表

し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
今
回
初
と
な

る
、
会
場
か
ら
の
「
ツ
イ
ー

ト
」
を
受
付
け
、
ツ
イ
ー
ト

内
容
が
会
場
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
画
期
的
な
取

さ
ん
、
嶋
田
曉
文
さ
ん
、
川

副
知
子
さ
ん
、
森
友
紀
さ

ん
】
が
行
わ
れ
、
住
民
か
ら

の
苦
情
、
地
域
に
出
な
い
職

員
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
、

薄
れ
て
い
る
職
員
が
多
い
」

と
述
べ
た
う
え
で
、「
一
人
ひ

と
り
が
原
点
に
立
ち
返
り
、

自
ら
の
仕
事
を
見
つ
め
直
し

て
『
や
り
が
い
の
あ
る
働
き

方
』
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

　

道
本
部
選
出
の
自
治
研
中

央
推
進
委
員
、
酒
井
康
弘
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ン
シ
ョ
ン

【
パ
ネ
ラ
ー

:

津
田
大
介

　

基
調
講
演
は
嶋
田
九
州
大

学
大
学
院
法
学
研
究
院
准
教

授
が
「
み
ん
な
が
幸
せ
に
な

る
、
自
治
体
職
員
の
働
き

方
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

嶋
田
准
教
授
は
、「
自
治
体

職
員
の
誰
も
が
『
人
の
た
め

に
何
か
し
た
い
。
地
域
を
少

し
で
も
良
く
し
た
い
』
と
の

思
い
で
入
庁
し
た
は
ず
だ

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、

仕
事
に
追
わ
れ
そ
の
思
い
が

　

10
月
17
日
～
18
日
、
佐
賀
県
佐
賀
市
で
「
第
35
回
全
国
自
治
研
集
会
」
が
開
か
れ
、

２
０
０
０
人
を
超
え
る
組
合
員
・
自
治
体
議
員
な
ど
が
参
加
し
、
北
海
道
か
ら
は
59
人

が
参
加
し
た
。
今
回
は
「
創
ろ
う
、
市
民
自
治
の
ゆ
た
か
な
社
会
～
毎
日
の
仕
事
の
、

ち
ょ
っ
と
先
。
さ
が
し
て
み
よ
う
、
わ
が
ま
ち
の
未
来
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
。

　

分
科
会
で
は
、
富
良
野
市

労
連
の
多
田
さ
ん
と
糸
山
さ

ん
が
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
か
ら
考
え
る
地
域
の
あ

り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
の

間
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

「
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
地
域
を
守
る
に
は
、

自
治
体
と
の
連
携
を
は
か
り

な
が
ら
、
地
域
住
民
が
主
体

的
に
議
論
・
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
。
地
域
は
自
分
た
ち

が
主
体
的
に
考
え
、
つ
く
り

あ
げ
る
も
の
だ
」
と
報
告
し

た
ほ
か
、
日
高
地
本
の
レ
ポ

ー
ト
「
馬
産
地
日
高
か
ら

『
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
を
考

え
る
』
」
、
札
幌
市
労
の
レ
ポ

ー
ト
「
日
々
の
業
務
で
改
善

で
き
る
こ
と
～
自
治
研
活
動

の
『
い
ろ
は
』
の
『
い
』
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
し
た
。

　

参
加
者
し
た
仲
間
か
ら

は
、「
仕
事
の
あ
り
方
を
も
う

一
度
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
」「
職
場
に
戻
っ
て

自
治
研
活
動
の
お
も
し
ろ
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
い

っ
た
感
想
が
出
さ
れ
た
。
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道
本
部
に
籍

を
置
き
、
１
カ

月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

専
従
は
、
総

支
部
で
十
数
年

前
に
経
験
し
て

い
る
が
、
そ
の

時
代
と
は
大
き
く
情
勢
も
変

化
し
て
お
り
、
戸
惑
う
毎
日

の
連
続
だ
。

　

今
回
、
私
が
担
当
す
る
分

野
に
お
い
て
も
、
地
域
包
括

ケ
ア
、
医
療
・
介
護
の
連
携
、

地
方
財
政
の
確
立
な
ど
課
題

は
山
積
み
で
あ
る
。

　

現
場
組
合
員
が
、
い
か
に

人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
を

確
立
す
る
た
め
に
、
わ
か
り

や
す
く
丁
寧
な
運
動
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
分
自
身
も
し
っ

か
り
と
し
た
学
習
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

改
め
て
決
意
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
私
は
81

年
に
道
が
初
め
て
実
施
し
た

障
が
い
者
特
別
選
考
試
験
で

採
用
と
な
っ
た
一
人
で
あ
る
。

み
な
さ
ん
の
職
場
に
も
障
が

い
を
抱
え
て
働
い
て
い
る
仲

間
が
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の

方
た
ち
に
自
治
労
に
は
障
労

連
と
い
う
組
織
が
あ
っ
て
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　

厳
し
い
情
勢
で
す
が
、
一

つ
一
つ
を
大
切
に
し
て
頑
張

り
ま
す
。�

（
瀬
戸
典
仁
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

地域医療の必要性と重要性を学んだ＝10月11日、釧路市

【
釧
根
地
方
本
部
発
】
10
月

11
日
、
釧
路
市
役
所
労
働
組

合
病
院
グ
ル
ー
プ
で
は
、
組

合
の
存
在
意
義
や
必
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
な
か
か

ら
、
組
織
強
化
す
る
目
的
で
、

学
習
会
を
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
「
ワ
ッ
ト
」
で
開
き
、
31

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
財
形
貯
蓄
を

中
心
と
し
た
『
ろ
う
き
ん
商

品
の
説
明
』
や
『
自
治
労
共

済
の
説
明
』
を
行
い
、
そ
の

後
、
医
療
法
人
社
団
い
ず
み

会
北
星
病
院
地
域
連
携
室
主

任
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
及
川
進
さ
ん

が
、「
医
療
・
介
護
連
携
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
退
院
支

援
や
退
院
調
整
の
必
要
性
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

及
川
さ
ん
は
、「
地
域
連
携

医
療
を
行
っ
て
い
く
に
は
各

セ
ク
シ
ョ
ン
が
地
域
医
療
に

関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
機
能

し
な
い
こ
と
や
、
各
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
情
報
共
有
が
大
切

だ
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
具
体
的
な
事

例
を
も
と
に
退
院
支
援
や
退

院
後
の
患
者
の
生
活
も
視
野

に
入
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は

「
地
域
医
療
の
必
要
性
や
重

要
性
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

た
」「
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
考

え
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」

（
釧
路
市
役
所
労
働
組
合
書

記
長
・
三
宅
正
剛
）

よ
り
よ
い
看
護
を
め
ざ
そ
う
！

全道から85人が参加し、１年間の方針を決めた＝10月24日、自治労会館

30人が参加した学習交流会＝10月17日、自治労会館

講演する大出道本部書記長

自治体
退職者会

道本部
OBL会

統
一
自
治
体
選
に
勝
利
し
安
倍
政
権
阻
止

『
現
・
退
一
致
』で
た
た
か
う

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

看護師の特定行為は
　役割の拡大!?

　

看
護
師
の
特
定
行
為
は
、

「
特
定
行
為
」
を
よ
り
高
度

で
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を

要
す
る
医
行
為
と
定
め
、
研

修
を
受
け
た
看
護
師
が
医
師

の
包
括
的
指
示
に
よ
り
実
施

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
医
療
や
地
域
医
療

の
推
進
に
む
け
、
看
護
師
の

役
割
の
拡
大
の
一
つ
と
し
た

こ
と
が
議
論
の
始
ま
り
で
し

た
が
、
診
療
の
補
助
の
範
囲

を
検
討
し
て
い
な
い
こ
と
や

侵
襲
性
の
高
い
医
行
為
を
単

発
的
に
増
や
す
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
チ
ー
ム
医
療
や

地
域
医
療
の
推
進
に
貢
献
す

る
の
か
、
医
師
の
業
務
負
担

軽
減
が
本
来
の
目
的
で
は
な

い
か
な
ど
の
疑
念
を
抱
く
内

容
で
す
。
ま
た
、
医
師
の
具

体
的
指
示
で
あ
れ
ば
す
べ
て

の
看
護
師
が
実
施
で
き
る
た

め
、
医
療
事
故
の
発
生
要
因

が
高
ま
る
と
予
想
で
き
ま

す
。

　

衛
生
医
療
評
議
会
は
「
現

段
階
で
は
容
認
で
き
な
い
」

と
結
論
づ
け
、
看
護
師
の
特

定
行
為
の
見
解(

案)

を
示

し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
踏
ま
え
て
12
月
の
全
国
幹

事
会
で
成
案
化
し
ま
す
。

　

「
看
護
師
の
特
定
行
為
」は

本
当
に
役
割
の
拡
大
な
の
で

し
ょ
う
か
？

②

　

今
年
の
４
月
か
ら
６
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
と
増
税
に
伴

う
消
費
の
落
ち
込
み
で
約
８
兆
８
千
億
円

の
落
ち
込
み
に
な
っ
た
。
１
月
か
ら
３
月

期
の
駆
け
込
み
需
要
は
約
４
兆
円
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
純
粋
に
増
税
に
よ
る
減
少
幅

は
、
４
兆
８
千
億
円
で
あ
る
。
こ
の
状
況

に
対
し
、
政
府
は
想
定
の
範
囲
内
と
詭
弁

を
続
け
て
い
る
。
今
後
、
消
費
税
の
10
パ

ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
は
、
７
月
か
ら
９
月

期
の
数
字
が
判
断
基
準
と
な
る
が
、
大
型

補
正
予
算
の
効
果
が
出
て
プ
ラ
ス
に
な
る

可
能
性
が
大
き
い
と
は
い
え
、
実
体
経
済

が
伴
っ
て
い
る
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な

る
。
民
主
党
は
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、

国
民
生
活
の
安
心
を
進
め
る
こ
と
を
大
前

提
と
し
て
、
消
費
税
増
を
容
認
し
た
。
し

か
し
、
安
倍
政
権
の
政
策
に
伴
う
法
改
正

な
ど
は
、
社
会
保
障
縮
減
に
む
か
っ
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
。
今
後
の
政
権
の
方

向
性
を
し
っ
か
り
と
監
視
、
指
摘
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。（
10
月
８
日
東
京
に
て
）

安
倍
政
権
の
方
向
性
監
視

㉜

課
題
だ
」
と
強
調
し
た
う
え

で
、「
組
合
も
当
局
も
賃
金
の

専
門
家
が
い
な
く
な
っ
て
い

る
。
道
本
部
学
校
で
、
賃
金

専
門
の
学
習
会
を
行
う
な
ど

対
策
を
強
化
し
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

　

最
後
に
、「
自
治
労
は
政
治

対
応
方
針
を
確
立
し
て
い

る
。
民
主
党
を
中
心
に
中
道

リ
ベ
ラ
ル
の
立
場
で
結
集
軸

を
つ
く
り
、
知
事
選
は
候
補

い
現
状
で
、
道
本
部
の
大
き

な
課
題
だ
」
と
し
て
、「
新
入

組
合
員
学
校
で
活
動
家
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
オ
ル
グ

団
登
録
を
行
い
対
策
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、「
今
年
の
人
勧
で
７

年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
勧
告
と
な

っ
た
が
、
し
ば
ら
く
プ
ラ
ス

勧
告
の
経
験
が
な
か
っ
た
た

め
、『
差
額
支
給
の
取
り
組

み
』
が
新
た
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
。『
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
』
も
秋
闘
最
大
の

会
は
こ
れ
か
ら
も
、『
現
・
退

一
致
』
で
た
た
か
い
を
進
め

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

第
一
部
の
学
習
会
は
、
大

出
彰
良
・
道
本
部
書
記
長
が

「
自
治
労
運
動
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。

　

大
出
書
記
長
は
、「
組
織
の

現
状
は
単
組
数
、
組
合
員
数

も
大
き
く
減
少
し
、
活
動
家

も
減
っ
て
い
る
。
新
規
採
用

は
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、
新

採
対
策
も
で
き
き
れ
て
い
な

が
参
加
し
た
。

　

三
輪
修
彪
・
世
話
人
は
、

「
安
倍
政
権
は
、
集
団
的
自

衛
権
、
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
問
題
閣
僚
も

實
（
再
・
旭
川
市
職
退
）、大

友
建
六
（
再
・
函
館
市
職
労

退
）、田
嶋
修
（
再
・
釧
路
市

役
所
退
）、大
西
陽
一
（
新
・

苫
小
牧
市
職
労
退
）、今
岡
忠

男
（
新
・
全
道
庁
退
）【
事
務

局
長
兼
】
今
岡
忠
男
（
再
・

全
道
庁
退
）【
事
務
局
次
長
】

鈴
木
捷
彰（
再
・
全
道
庁
退
）

を
進
め
る
。
統
一
自
治
体
選

挙
は
現
職
組
織
が
推
薦
す
る

候
補
の
当
選
を
め
ざ
し
、
政

治
の
流
れ
を
変
え
、
解
散
総

選
挙
、
参
議
院
選
挙
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
を
確
認
し
た
。

◆
新
役
員
体
制
◆

【
会
長
】
斉
藤
譲
（
新
・
札

幌
市
職
退
）【
副
会
長
】
安
田

立
候
補
す
る
、『
西
川
ま
さ
ひ

と
』
さ
ん
へ
の
協
力
を
お
願

い
す
る
。
札
幌
市
長
選
に
立

候
補
を
表
明
し
た
秋
元
さ
ん

は
、
原
発
に
依
存
し
な
い
社

会
を
め
ざ
し
、
働
く
も
の
の

た
め
に
奮
闘
す
る
と
明
言
し

　

自
治
体
退
職
者
会
道
本
部

は
10
月
24
日
、
自
治
労
会
館

で
第
31
回
定
期
総
会
を
開

き
、
全
道
か
ら
代
議
員
・
傍

聴
者
85
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
斉
藤
副
会
長
が

「
11
月
の
旭
川
市
長
選
挙
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
50
単
会

１
２
，
０
０
０
人
を
目
標
と

し
、
組
織
強
化
・
拡
大
に
取

り
組
む
。
道
本
部
の
協
力
を

得
て
各
地
方
本
部
に
「
自
治

体
退
職
者
会
連
絡
会
」
設
置

て
い
る
。
知
事
選
は
候
補
者

が
決
ま
り
次
第
、
全
力
で
取

り
組
む
。
ま
た
、
各
道
議
、

市
町
村
議
員
に
は
後
輩
た
ち

が
多
数
立
候
補
し
て
い
る
。

統
一
自
治
体
選
は
一
丸
と
な

っ
て
勝
利
し
、
安
倍
政
権
阻

止
に
む
け
頑
張
ろ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
秋
元
札
幌

市
長
候
補
予
定
者
が
登
壇

し
、「
上
田
市
政
が
行
っ
て
き

た
、
働
く
人
、
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
す

る
。
北
海
道
、
札
幌
が
魅
力

を
も
っ
て
元
気
を
出
し
て
い

け
る
よ
う
頑
張
る
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

　

討
議
内
容
は
「
安
心
・
信

頼
の
社
会
保
障
制
度
を
確
立

し
よ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

基
本
に
、「
高
齢
者
の
生
活
と

生
き
が
い
・
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
社
会
の
実
現
」
に

　

道
本
部
Ｏ
Ｂ
Ｌ

会
は
、10
月
17
日
、

自
治
労
会
館
で

「
２
０
１
４
年
次

秋
期
学
習
交
流

会
」
を
開
き
30
人

多
く
の
ほ
こ

ろ
び
が
め
だ

つ
。
民
主
党

は
統
一
自
治

体
選
挙
で
失

地
回
復
を
め

ざ
し
て
ほ
し

い
。
Ｏ
Ｂ
Ｌ

者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

自
治
労
は
、
組
織
内
道
議
13

人
以
上
の
完
勝
に
む
け
、
統

一
地
方
選
に
全
力
を
あ
げ

る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

第
二
部
の
交
流
会
は
、
中

澤
健
次
・
元
衆
議
の
乾
杯
で

は
じ
ま
り
、
道
本
部
役
員
も

参
加
し
交
流
を
深
め
た
。

「
次
回
の
組

合
主
催
学
習

会
に
も
参
加

し
た
い
」
と

の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

学
習
会
終
了

後
に
は
交
流

会
を
行
い
、

組
合
員
同
士

や
講
師
と
の

交
流
も
深
ま

り
実
り
あ
る

学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。


